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議会運営委員会 

 

令和５年６月２８日（水曜日）午前１１時３０分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 中 里 康 寛 副 委 員 長 鈴 木 伸 彦 

委 員 森 本 彰 伸 委 員 益 子 丈 弘 

委 員 星   宏 子 委 員 平 山   武 

委 員 相 馬   剛 委 員 中 村 芳 隆 

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 山 形 紀 弘 副 議 長 眞 壁 俊 郎 

 

説明のための出席者（なし） 

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 髙 久   修 議 事 課 長 相 馬 和 男 

議事課長補佐
兼庶務係長 

小 髙 久 美 議事調査係長 長 岡 栄 治 

主 査 
（係長級） 

室 井 理 恵   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

    ・委員長 

  ３．協議事項 

   ⑴取組実行計画について 

   ⑵大型ディスプレイの運用について 

   ⑶牛柄ハッピの着用について 

   ⑷その他 

  ４．閉 会 
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開会 午前１１時３０分 

 

◎開会の宣告 

○中里委員長 それでは、これより議会運営委員会

を開会したいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○中里委員長 本日、議会運営委員会のほう、午後

４時からかな、予定していたんですけれども、急

遽すみません、議題が少ないということで午前中

に予定を変更させていただきました。 

  議事進行のほうしっかりやっていきたいと思い

ますので、皆様も御協力お願いしたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○中里委員長 それでは、３の協議事項に入りたい

と思います。 

  ⑴取組実行計画についてを、まず最初の議題と

いたします。 

  まず最初に、事務局のほうから資料の説明をお

願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、こちら資料のほう

配信させていただきます。 

  取組実行計画についてということで、こちらも

う現在、令和５年の３月に発議第４号ということ

で議決をいただいておる内容になります。議会と

しましては、活動の羅針盤ということで定めてい

るところでございます。 

  内容につきましては、こちらの取組実行計画、

全部で小項目合わせまして20ございます。 

  すみません、また資料のほうちょっとお戻りさ

せていただきまして、今回議会運営委員会、委員

の皆様も変わられたというところで、じゃ、どう

いうふうに運営していこうか、先日委員長はじめ

ちょっと御相談させていただいた中で、やはりこ

の内容というものをまずちょっと確認、新しい委

員になられた方も多いので、内容の確認が必要だ

よね、そして、またこの内容を確認するとともに、

やはり優先順位、そういったものもつけて取り組

んでいったほうがいいんではないかというふうな

御提案をいただいたところでございます。 

  その検討、優先順位、内容の確認、そういった

ものの方向性ということで、こちら４番になりま

す。 

  検討の方向性ということで、さきの５月の臨時

会議の中で山形議員、議長当選のときに議会全体

で取り組めるものに見直していきたい、そういっ

たお言葉のほうもいただいておりましたので、議

運といたしましては、議会全体で取り組めるもの、

そういったものを基準に優先順位をつけていきま

しょうと、そういったお話合いとなりました。 

  今回のこの取組実行計画についてでは、一番最

後の今後の検討ということで、全議員、少数意見

も含めた形でアンケートを実施して優先順位を決

めてはどうかといった御提案となります。 

  アンケートを今後取りたいというふうなお話と

その方向性ということで、こちら正副の方からで

すね、委員長のほうからちょっと御提案いただい

た内容を取りまとめた、今年度こちらが一覧にし

た内容、取組実行計画の一覧になります。 

  ちょっとこちらの内容について委員長のほうか

らお話しいただいてもよろしいでしょうか。 

○中里委員長 先ほど長岡係長のほうから説明があ

ったように、昨年度までたくさんの事業をやって

きたというところなんですけれども、課題として
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ございましたのが、事業が多くてここの事業を消

化し切れていないという現状がございました。ま

た、いわゆる、議会改革というものは議会全体で

取り組んでいくんですが、それがなかなか浸透し

切れていないというところも課題としてあったよ

うに思います。 

  そういった中で、山形議長からのお話があった

ように、議会全体として取り組めるよう見直しや

改善を図りたいというお考えがございます。そう

いったものを考えまして、私と鈴木副委員長のほ

うで優先順位、優先順位とまではいきませんが、

その議会全体として取り組めるものと、そうでは

ないものというところで、この表に表したように

ちょっと色分けをさせていただきました。 

  白いほう、こちらが議会全体として取り組める

のではないかということで、色を白のままにさせ

ていただいて、この灰色の部分については、議会

全体として取り組むのではなくて、もうちょっと

その優先順位としては後にしてもよろしいんじゃ

ないかというようなことでちょっと検討させてい

ただきました。 

  今後なんですけれども、皆様にこの、私と副委

員長の考え方を含めていただきながら、アンケー

トを取っていただきたいというふうに思います。

ですので、よろしくお願いしたいというふうに思

うんですけれども、今この時点で皆さんから何か

御意見はございますか。 

  森本委員、どうぞ。 

○森本委員 これ議会全体で取り組むべきものとそ

うじゃないものと10個くらい書いてあるんですけ

れども、その基準がちょっとよくいまいち分から

ない。 

○中里委員長 例えば、１の市民アンケートの実施

というところですが、アンケートをやるに当たっ

ても、まずその現状として何のためにアンケート

をやるのか、そのアンケートの成果というものも

しっかり求めていかなければならないと思うんで

す。 

  今までのアンケートのやり方は、議員さんに頼

んでそれぞれの支援者であったり、あるいは本庁、

西那須野支所や塩原支所などで、いわゆる手配り

しながら集めてきたという経緯がございます。そ

ういったそのやり方も含めて、検討も必要なのか

なというところ。 

  議会改革がその市民の福祉向上にどのように成

果として表れるのかというところまでしっかり考

えてアンケートをしないと、ただアンケートをや

っただけというところになってしまうんではない

かというふうな考え方ですね。 

  例えばこのアンケートだけですよ、アンケート

の話ですよ。 

○森本委員 アンケートだけにして言った場合に、

それは、担当者、アンケートを取る人が一部の人

だから全体じゃないという意味ですか。ちょっと

意味がよく分からない。 

  何でこれが議会全体じゃなくて、ないのかとい

うのが、どういう基準で決めたのかがちょっと分

からないというだけ。これやるやらない、やった

ほうがいいよと言っているわけじゃないですから

ね。ただそれぞれの基準が分からないということ

です。 

〔「全体かどうか……」と言う人あり〕 

○森本委員 そう、全体で、これお話によると、議

長からの議員全員でやるべきものを優先順位高め

ましょうという話の中で、どの取組をしていくの

かと決めた場合に、それぞれがどういう理由で、

それが議会全体じゃなくて、どういう理由で、そ

れが議会全体なのかというのがちょっと見えてこ

ないなというふうな感じを受けました。これ見て。 

○中里委員長 長岡係長。 
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○長岡議事調査係長 もちろん、その議会全体とい

うのの捉え方というのが、議員皆様それぞれ違う

というのも前提としてはやっぱりおありだと思う

んです。ただ、やみくもに優先順位をじゃ、まず

決めようというのがまず大本にあるんですけれど

も、それを決めるに当たって何かやっぱり指標っ

てないとなかなか皆さんも決められない、個人に

とってのその優先順位というものになってしまう

んじゃないかなと。 

  そういったときに、委員会全体でという、ちょ

っと漠然としたものにはなってしまうんですけれ

ども、そういった大きなテーマを掲げて、その中

で全議員の皆さんから優先順位をつけていただい

て、その結果でまだ議運としても取り組めたらな

というふうに。あくまでその議会全体でというも

のが確立した内容のものではないんですけれども、

みんなで向かうべき方向として一応掲げさせてい

ただいたというふうなそんなイメージになります。 

○中里委員長 森本委員。 

○森本委員 だから、最初聞いたときに、アンケー

ト取ってと言ったから、みんなが賛同するものを

選ぶというんだったら議会全体何となく分かる気

がするんだけれども、これを見ると正副でも大体

どれをどうというのは、ある程度その見当つけま

したということになってきて、それでアンケート

となってくると、じゃ議会全体という意味ってど

こにあったのかなというのは感じがしたんですよ。 

  議会全体でやるというその定義が、議員からの

アンケートで決めるというんであれば、多分ここ

で白とグレーに分ける必要はなかったのかなとい

う気は、そのアンケートによって下位のものをグ

レーにしましたというのなら基準があるじゃない

ですか、何か。ただ、これ正副でこれが議会全体、

議会全体じゃないというふうに大体決めたと言う

んだけれども、この内容を見ると、特にどこが議

会全体じゃなくてどこが議会全体なのかがちょっ

と見えてこないかなという気がしました。 

○中里委員長 この灰色の部分については、この取

り組むことの内容が分からない方がほとんどかな

というのが私が思っている実感、あと鈴木副委員

長もなんですけれども。 

〔「分からない、じゃ、ぜひみんなで共通

の認識を持つようにしましょうとかとい

う、それだったら分かるんですけれども」

と言う人あり〕 

○中里委員長 なので、まずは全員で分かりやすく

取り組めるものからやりませんかというお話なん

ですよ。 

〔「簡単なものからやっていきましょうと

いう話」と言う人あり〕 

○中里委員長 はい。で、そこに、要は一斉のどー

んでやるというよりかは、実際に昨年までも事業

が消化し切れていないというのがあるんですよ。

そういう現状を踏まえると、事業が消化し切れな

いのを分かっていて、分かりづらいものまで全て

事業をやり切るというのはどうなのかなという。

なので、ある程度正副の間で仕分はさせていただ

いたということがあるんです。ただ、アンケート

からこれを省くわけじゃないんですよ。 

  副委員長。 

○鈴木副委員長 若干人が違うんでちょっと考え方

違うんじゃないかと言われるのは本当はよくない

んだけれども、あえて言います。 

  森本議員がおっしゃるとおりで、これは議長が

全体と言ったことをここで取り上げているんだけ

れども、もう一回、要するに全体でできるもので

見直したらどうかという、その多いんじゃないか

とか成果があるかどうかということについてもう

一回見直してみようかなというふうに受け取った

んですよ。ただ、何もなくて皆さんにお示しする
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のは何なので、一応こういった形で多少仕分はし

てみたんですけれども。 

  今日のこの会議の目的は、皆さんでもう一度、

前回ね、３月で議決したものの項目をもう一度原

点に返って見直していただいて、限られた１年間

の時間の中で、会議のこういった中で、全部がで

きるかどうか分からないので、取りあえず優先順

位をつけてやりたいんだけれども皆さんどうです

かと、ここ全員でもう一度諮りたいという趣旨で

今日はこの会議になっているので。 

  森本議員がおっしゃるのは確かにそうところあ

る。だけど、言っているのは、あまりにもちょっ

と多過ぎるんじゃないか、だから全員でできそう

なという議長の提案だったので、それを勘案して

そしゃくしてこう考えてみて、じゃ成果のあるも

の、市民にとっていいものはどういうものか、で

きそうなものできないもの、もう一回これを改め

てですけれども、皆さんに投げかけて確認したい。

そういう趣旨なので、ちょっとぶれているように

思えるかもしれないけれども、基本的にはそうい

う意味合いで皆さんでもう一度検討しよう、だか

ら改めて会派なり戻ってもらって、この中で優先

順位、ここに関しては全員でとにかくもう一度、

原点に返って本当に取り組むべきだと。ただ、も

う３月で議決されているものを数か月しかたって

いないので、これを否決したりというのはちょっ

といかがなものかな、なので、もう一度皆さんの

総意をここで諮りたい、そういう趣旨ですので、

多少ずれているかもしれないので、そこは御理解

ください。 

○中里委員長 森本委員、どうぞ。 

○森本委員 そうすると、例えばこれ全体を見てグ

レーだから外すとかそうじゃなくて、会派として

その議長の言ったその趣旨に沿ったものというの

はどれかなというのを各会派で検討してきてくだ

さいねという趣旨ということでよろしいですか。 

〔「これはどうしてもやりたいとかね」と

言う人あり〕 

○中里委員長 そのほかございますか。 

  平山委員。 

○平山委員 逆にいいんじゃないですか、これグレ

ーになったから決めたとかそういうことになるか

ら、おかしくなるんで、ここで議論するんですか

ら、今言ったように会派に持ち帰って、意見を出

して、全体意見で、議長の意向は意向としてね、

あまりこう並べていてもいいわけじゃないんで、

無駄なやつもある、無駄なやつということは全部

ないと思うんですけれども、やっぱりその辺もよ

く検証しないと、これだけに追われて、ほかにや

ることいっぱい議員あるのに、これだけに追われ

ちゃってさ、何だかそれも十二分にできていない

のにというのもあって、その辺を検証するという

意味でしょうから、それちょっと整理しながら、

１か月に１人連れてきてもいいです。これ年数か

かることだものね、１年で全部仕上げてというこ

とじゃないんでしょうから、その辺をやっぱり各

派でやったらいいんじゃないでしょうか。 

○中里委員長 星委員、どうぞ。 

○星委員 アンケートをこう取りますよね、その中

で、アンケートは議員全員にアンケートを取ると

いうことでよかったんですか。会派で、議員全員

で。 

○中里委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 先ほどのちょっと資料のほう

にも一番最後書かせていただいたんですけれども、

１人会派の皆さんにも意見をいただきたいという

ことで、全議員を対象にアンケートは取らせてい

ただきたいと。 

  ちょっとアンケートのイメージなんですけれど

も、優先順位の高いものから例えば１番、２番、



－6－ 

３番つけていただきまして、最終的に集計します。

その中で、数の１番少ないものというのが、優先

順位に掲げている、優先順位として高く掲げてい

る人が多いというふうに判断できるのかなと。 

  例えば、アンケートに１番とつけた人が26名い

たよとしたら合計は26になるわけです。そこから

こう優先順位が下がったものだともっと数が多く

なるはずですよね。 

〔「足し算というかね」と言う人あり〕 

○星委員 点数制で、だから要はそこの取組実行の

中で、例えば１番が１位になったものが１、そこ

に何人いたかでポイント制にして優先順位を決め

ていくという。 

○中里委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 全議員さんからアンケートを

取ったその点数を合計して一番少ない数というも

のが優先順位の高いものというふうなアンケート

が取れたらいいのかなというふうには。 

○星委員 優先順位だからね。 

〔「そうすると議員の皆さんの意向が分か

るでしょう」と言う人あり〕 

○星委員 じゃ、さっき会派という話があったんで

すけれども、26人全員ということは、会派は抜き

にして個人の考えで出してくださいねという考え

方でいいということでいいんでしょうか。 

○中里委員長 まずは。全員で、議会全体として取

り組む、議会運営としているのは、ていはなしま

すけれども、コロナ系等についてはこういうこと、

令和５年度取り組んでいきますよということも周

知する意味も含めて全議員からアンケートを取り

たいというのが私の考えです。会派だけに送ると

やはりそれもまた浸透しないという部分も出てき

てしまう等ありますので、取り組む事項はこれだ

けありますよということを全議員さんに周知をし

たいという思いもありまして、まず最初は全議員

さんからアンケートを取りたいなというのが私の

考えです。 

○星委員 はい、分かりました。 

  26人全員で取ってみんながそれぞれ、例えば優

先したいものがばらばらになっちゃって、集計が

例えば同数が多かった場合とかというのはまた議

運の中でもんでいくということでいいんですか。 

○中里委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 あくまで結果は結果としてお

知らせさせていただいて、どういうふうに優先順

位やりますかというのはまたこちらの話し合い方。 

○中里委員長 そのほか御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 なければ⑴については閉じたいと思

いますがよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○中里委員長 では、続きまして協議事項⑵のほう

に移ります。 

  大型ディスプレイの運用について、こちらも最

初に係長から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、こちら資料大型デ

ィスプレイの運用についてということで資料のほ

うさせていただきました。 

  今般、大型ディスプレイ、一番上、65インチの

大型ディスプレイのほう購入しました。電子黒板

とは違って書き込みはちょっとできないんですが。

あくまで、パソコンとかタブレットとかの画像を

映し出す、それを大きな画面でみんなで共有して

それを見ながら議論するというふうな内容になり

ます。65インチとあとはディスプレイスタンドの

セットとなっております。 

  ２番目の議場の掲示の定めということで、何か

これに関わる定めってあるかなと見たときなんで

すけれども、一般質問、会派代表質問においての
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掲示物、前日５時までといったもので規定がある

ものです。なので、使い方ですとか、どういうシ

ーンでといった決まりというのは現状何もないと

いったところでございます。 

  そこでということで、３番目の論点になります

けれども、この大型ディスプレイ、本会議だけで

はなくて委員会ですとか、あとは研修、幅広い活

用が見込まれております。ですので、このディス

プレイの活用やあとは運用方法、また質問なんか

で、一般質問等の資料提示で使う場合も含めて、

どういうふうに使っていったらいいか、そういっ

たものの検討は必要ではないかと考えてございま

す。 

  ４番目の議論の場ということで、こちらはちょ

っと提案になるんですけれども、今回、今皆さん

見ていただいているこのタブレットも実は更新の

時期を迎えております。そして、活性化検討特別

委員会のほうで更新のほうの検討をさせていただ

いております。デジタル関連ということで併せて

議会活性化特別委員会のほうに諮問をいたしまし

て、検討をいただき、それを議員のほうに上げて

いただくと、そういった流れではどうかといった

提案となります。 

  以上、説明となります。 

○中里委員長 説明ありがとうございました。 

  皆さんから今の時点で御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 この大型ディスプレイの運用という

ことで、いろいろやっぱり使い方というものをし

っかり、運用を決めていかなければならないなと

いうふうに思います。 

  例えば、一番懸念されるのが、会議録のところ

であります。例えば大型ディスプレイを指さして

これこれ、これこれ見えます、これ、と言っても、

会議録を読んだ人って分からなくなってしまうの

で、そういうその大型ディスプレイの使い方、そ

ういうところもしっかり考えていかないと、何で

も使えるから、映るから便利なんですけれども、

会議録、しっかり言論の場の会議録というところ

で決めていかなければ、やっぱり市民も分かりづ

らいことになってしまうのかなというふうに思い

ます。 

  そういった中で、議会活性化特別委員会のほう

に諮問をしたいなというふうに考えております。 

  こちらについても、何もなければ⑵も閉じてよ

ろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○中里委員長 では、続きまして、協議事項の⑶牛

柄ハッピの着用についてを議題といたします。 

  それでは、こちらも事務局から説明お願いしま

す。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、こちらの資料、議

場における牛柄ハッピ着用の検討についてという

ことで、まず、タイトルはこうなんですけれども、

まずは一番趣旨としましては、那須塩原市の牛乳

の日というのを９月２日に定めております。一応

日本記念日協会が認定する記念日というふうにな

っているそうです。 

  実は、ちょっとこちらにつきましては、議長の

ほうから提案をいただきまして、本会議でそうい

ったアピール等も議会でできないかといったこと

から、はっぴの着用をしてアピールする、そうい

った方法も一つじゃないかというふうな御提案を

いただきまして検討を始めたものになります。 

  また、併せまして、実は執行部のほうも議場で

やはり一緒に牛乳のＰＲをしたいというふうな意

向もありまして、併せての御提案となります。 

  ただ、あくまでもこれは議会側としてはっぴの

ほうの着用を検討する、そういった趣旨になりま
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す。 

  真ん中の、他市の議場におけるはっぴ等の着用

例ということで、見ていただきますと、阪神タイ

ガースのはっぴ、あとは七夕祭りをＰＲするため

にはっぴを着るとか、あとはアロハシャツですね、

そういったものを着て議会をやっている、そうい

ったところも現在ございます。 

  次の４番の、あくまでもし導入したら、導入の

決定をこちらの議運のほうでお諮りしまして決定

できれば、一番最後のスケジュールということで、

少なくとも８月17日の全協、そこら辺までで意思

統一ができれば着用のほうに進めるのかなと考え

てございます。 

  その１つ上、ごめんなさい、運用例ということ

で、あくまでこれは別途お話合いの中で、こんな

ふうだったらできるのかなと。 

  一応、参考例ということで掲載させていただき

ましたけれども、９月２日が実は土曜日になりま

す。お休みということで、同日ではないんですけ

れども、前日の９月１日、９月議会初日におきま

して牛柄のはっぴを皆さんで上から羽織って、議

会の１日を終わると。 

  そこについては、例えばですけれども、新聞記

者とかそういったものも情報提供してＰＲをして

いくというふうな方法が取れるんではないかとい

うふうな、今回は今後議運でやるための頭出しと

いうことでの説明となります。 

  以上となります。 

○中里委員長 説明ありがとうございます。 

  はっぴの着用についてということで、これから

皆さん、今日は頭出しというところでこれから検

討に入っていきたいと思います。 

  例えば初日で全部日程をやるまで着用している

のかとか、最初だけ着用するのかとか、そういっ

た御意見等もあると思いますので、今日は頭出し

というところで、今後皆さんから御意見いただき

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

  取りあえず、⑶については閉じたいと思います

がよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○中里委員長 それでは、続きまして、協議事項の

⑷その他に入ります。 

  その他、委員の皆さんから何か協議事項のその

他でお持ちの方いらっしゃいますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 なければ、事務局からございますか。 

  はい、事務局。 

○長岡議事調査係長 一応、アンケート、今後先ほ

ど議運のほうで優先順位を取組実行計画について

のアンケートを取りましょうというふうなお話合

いの流れかと思います。 

  ですので、今後アンケートのフォーマットがで

き次第、またサイボウズ等でアンケートのほう行

わせていただければと考えてございます。 

  視察のほうお願いします。 

○中里委員長 分かりました。 

  アンケートですね、これからちょっと皆さんに

幾つかアンケートお答えいただきたいというふう

に思っております。 

  まず、議運で開催する研修について、こちらに

ついてもアンケートを実施したいというふうに思

います。こちらのほうも終わり次第、議員の皆さ

んに事務局からサイボウズでお送りしたいという

ふうに思いますので、アンケートのほうよろしく

お願いしたいと思います。 

  あともう一点、本年度行政視察を10月から11月

で実施を予定したいというふうに思っております。

それにつきまして、視察したいテーマをアンケー

トをしたいというふうに思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。こちらのほう、取組実



－9－ 

行計画の内容に沿ったテーマとしていただきたい

と思いますので、そちらのほう、回答のほうお願

いいたします。 

  私からは以上ですが、次回の開催について事務

局から。 

○長岡議事調査係長 すみません、次回の議運の開

催日の御相談なんですけれども、７月13日、この

日夕方から執行部の懇親会のほう御予定あるかと

思うんですけれども、その前なんですけれども、

午後２時から７月13日木曜日の午後２時からで議

運のほう開催させていただければと考えておりま

す。 

  内容につきましては、先ほどのはっぴのほうの

御意見ですとか、あとはアンケートのほうがもし

まとまればそういったものもまた御意見いただけ

ればと考えております。 

  以上です。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  あと加えて、会派代表質問の検討もちょっとし

ていかなければならないということで、今までは

４会派だったんですけれども５会派になったとい

うことで、開催時間を遅らせる、前倒しにしてや

るのかということも検討していかなきゃならない

かなというふうに思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○中里委員長 それでは、協議事項は以上となりま

す。議会運営委員会のほうをこれで閉会したいと

思います。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 零時 
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